
 

 

学 校 便 り   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あずまやタイムでの郷土食グループ

の生徒たちがデザインした「やしょう

まパン」が販売されました。小さい子か

ら年配の方まで親しみやすいようにと

いう願いが込められたかわいいデザイ

ンとなりました。商品名は、「ウッマ」

と名付けられました。 

聖南中学校 令和７年１月３０日（金） №10 

3 学期が始まりました 

今年も販売 やしょうまパン２０２６  

2026 年がスタートしました。新たに 1 名の仲間を迎えてまとめの学期であり、次年度の始まりです。筑北村の
CMがたくさん流れます。みんなが頑張ったこととこの CMの相乗効果で筑北村のファンが増えるといいですね。 

皆さんも目標を立てましたか。今回の箱根駅伝を通して感じたことをみんなも一緒に考えてほしいです。箱根を走
りたくて入学した人は、思いだったのでしょう。いつの間にか連続出場が命題になっていないでしょうか。 

自分の思いが誰かの「ねばならない こうするべき」で変わってしまったら、うまくいかなかったときも自分以外に

原因を求めてしまうことがあります。自分には歩んだ軌跡があります。幸せな人生を切りひらこう。     

1月 8日 校長講話より（抜粋） 

筑北村役場
回覧

筑北村役場

筑北村役場



 

 

 

 

 

2年生は、音楽の授業で「横山ギターズ」のギター工房を見学しました。

授業でギターの演奏を学んでいる生徒たちは、工房をでの製作工程を知

ることで、ギターについての理解を深めていました。木材の特性による音色

や触り心地の違いを体験しながら学ぶことができました。 

 

 

 

薬物乱用防止教室では、全校生徒がタ

バコやアルコール、薬物の危険性について

学びました。また、違法な薬物を勧められ

たとき、どのように断れまよいのかを話し合

ったり、演じたりしながら考えていました。 

 

 

鎌田欣子村長が来校し、全校生徒に筑北村の現状や近い未来について

講話をしました。生徒たちは、人口減少や農業振興、施設の合理化などにつ

いてのお話などに真剣に耳を傾けていました。筑北村への興味関心が高ま

る機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1 月 26 日（月）に、筑北村役場の議場にて中学生議会が行われました。社会科の授業で地方自治の仕組みや

役割を学び、筑北村の課題や興味のあるテーマについて追究し、班ごとに村政議題などを考えました。議会では村

理事者に、空き家対策や産業振興、情報発信のあり方などについて質問をしました。本格的な質疑応答の中で筑北

村の現状について知り、未来のあり方について考えることができました。 

 

 

中学生議会

横山ギター工房見学 

薬物乱用防止教室 

人口が減り続ける問題を解決

することは大変だと思う。どう

解決していくのか興味がわきま

した。人口を増やすには移住者

を増やす、子どもを増やし

て・・・。これだ！という解決

方法は思いつきません。 

（3年生） 

今日は、驚いたことが２

つあります。一つ目は、村

長が学校に来た！というこ

と、2つ目は、村長が「公

約を成し遂げる！」と言っ

たことです。鎌田村長は本

気なのだなと思いました。 

（3年生）          


